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新消防庁舎をご紹介！

3 2広報つべつ　2021年８月号広報つべつ　2021年８月号

応接室 仮眠室救急消毒室

出動準備室

ホース乾燥塔

車庫

１階

　　消防用ホースを最大３２本掛け
られる昇降装置 ・ 訓練用のマン
ホール及び防火水槽を設置してい
ます。 また、 外観には１１９サイン
と懸垂幕昇降装置を設置し、 消防
署の存在をアピールするとともに町
民への広報を目的としています。

　　救急車以外の津別署保有分の緊急車両
10 台を収容でき、 電動シャッターには安
全装置が備え付けられています。
　　また、 全車両分の排気装置、 防火衣な
どの洗浄スペース及び乾燥室も完備してい

ます。 車両後
方には、 消防
用ホース２０
ｍを伸ばすこ
とができるス
ペースも確保
しています。

　　救急車庫は感染症対策のため、 他の消
防車両用車庫とは別に区画し、 また、 救
急資器材の交換 ・ 補充 ・ 消毒などの作業
を最小限の動線で完結できるよう、 消毒室
は、 救急車庫に隣接しています。

　　防火衣等を着装し、 指令内容の確
認を行います。 また、 近年個人装備
品が増加し、様々な災害に備えるため、
個人用ロッカーの充実を図りました。
　　消防団が参集した際、 活動方針な
どのミーティングを行えるスペースも確
保しています。

　　当直隊が交替で使用します。

　　妊婦エントリーの登録など来客者
の対応に使用しています。

津別消防署
新庁舎建築概要

敷地面積：4,349.53 ㎡

建築面積：1,026.76 ㎡

延床面積：1,597.71 ㎡

構　　造：鉄筋コンクリート造

　　　　　（ 耐震構造） ２階

　災害の激甚化、頻発化が顕著となったいま、強固な消防体制の構築は、安全・安心なくら
しのための必須条件です。
　新消防庁舎の建設工事は、昨年に着手し、今年３月 15 日に完成しました。また、６月に
は外構工事が竣工し、新消防庁舎の外で訓練ができるようになりました。新消防庁舎には、
従来の設備に加え、女性専用スペースや体力練成消防訓練室、収納庫などの新たな機能も追
加されています。新消防庁舎の各階の設備や部屋についてご紹介します。

特 集

新消防庁舎紹介
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２階

署待機所・事務室

署長・団長室

食堂・厨房
消防団待機詰所
（講習室・研修室）

　　100 名程度収容可能で、 大規模
災害や長時間、 長期間活動する際に
は、 消防団員の待機詰所として利用
し、 平時の際には講習 ・ 研修及び消
防団の会議などに利用しています。

　　当直職員は 24 時間消防署で勤務して
いるため、 食事で利用するほか、 小上がり
も設け、 災害対応中の一時休憩スペース
としても利用可能となっています。

　　従前同様、 署長室と団長室を兼ねて
おり、 応接スペースも確保しています。

　　庁舎前方を広く見渡すことができるよ
う、 大きな窓を配置しています。
　　３つの当直隊が交替で勤務し、 また、
人事や組織の変更に柔軟に対応するた
めフリーウェイデスクを採用し、 移動可能
なワゴンタイプの袖机を使用しています。

津別消防署
新庁舎設備概要

電気設備
受変電設備
非常用発電設備100ＫＶＡ　　ＬＥＤ照明

消防用設備
自動火災報知設備、非常用照明設備

暖房設備
重油焚ボイラー、 ペレットボイラー
真空式温水発生機 ( ＥＨＰ）

排気設備
車両排ガス排出設備
24時間換気システム

①女性職員スペース

③収納庫・
　倉庫・書庫

②体力練成消防訓練室

　　総務 ・予防 ・警防 ・救急といった様々
な分野の書類を一カ所に保管することが
でき、 事務処理の効率化を図りました。

　　女性職員の勤務に備え、 仮眠室・
シャワー室 ・ 洗面室 ・ トイレなど施
錠が出来る専用スペースを確保して
います。

　様々な災害に対応できるよう、 隊員の体力増進を目的として設置しまし
た。

新たに追加された３つの機能

お問い合わせ   津別消防署　☎７６－２１８９

特 集

新消防庁舎紹介
特 集

新消防庁舎紹介
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第７１回社会を明るくする運動
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
願
う

津
別
町
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

　

「
第
71
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
津
別
町
標

語
コ
ン
ク
ー
ル
が
、
７
月
９
日
、
中
央
公
民
館
に

て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
佐
藤
町
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、

美
幌
地
区
保
護
司
会
津
別
分
区
長
の
細
川
順
市
さ

ん
が
内
閣
総
理
大
臣
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
佐
藤
町
長
か
ら
入
賞
者
一
人
ひ

と
り
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

思
い
や
り
の
心
を
大
切
に

教
育
委
員
会
へ
絵
本
を
寄
贈

　
７
月
７
日
、
美
幌
地
区

保
護
司
会
津
別
分
区
長

の
細
川
順
市
さ
ん
か
ら

教
育
委
員
会
へ
「
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
広
報

用
絵
本
」
の
寄
贈
が
あ
り

ま
し
た
。
細
川
さ
ん
は
、

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
に
つ
い
て
子
ど
も
た

ち
に
も
知
っ
て
ほ
し
い
」

と
、
宮
管
教
育
長
へ
絵

本
を
手
渡
し
ま
す
。

　

寄
贈
さ
れ
た
絵
本
は
、

こ
ど
も
園
に
２
冊
、
小
学

校
に
７
冊
、
中
央
公
民
館

に
１
冊
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
７
月
11
日
、
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

54
名
の
参
加
が
あ
り
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
楽

し
み
な
が
ら
、
さ
く
ら

コ
ー
ス
、
い
ち
い
コ
ー
ス

を
回
り
ま
し
た
。

▶（
左
か
ら
）細
川
さ
ん
と
宮
管
教
育
長

津
別
町
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
作
品
（
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
の
み
掲
載
）

最
優
秀
賞

小
野
塚　

柚
名
（
６
年
）

「
あ
り
が
と
う

　
そ
の
ひ
と
こ
と
は

　
心
を
救
う
」

優
秀
賞

柏
木　

咲
良
（
５
年
）

「
あ
い
さ
つ
は
　
笑
顔
を
つ
な
ぐ
　
お
く
り
も
の
」

芳
賀　

幹
太
郎
（
５
年
）

「
い
つ
の
日
も
　
自
分
の
行
動
　
見
直
し
て
」

平
塚　

世
那
（
５
年
）

「
さ
が
し
合
う
　
一
人
一
人
の
　
良
い
と
こ
ろ
」

小
学
生
の
部

最
優
秀
賞

日
下　

一
平
（
３
年
）

「
あ
い
さ
つ
で
　
広
が
る
人
の
輪
　
笑
顔
の
輪
」

優
秀
賞

近
藤　

駿
伍
（
１
年
）

「
一
人
笑
い
　
み
ん
な
が
笑
い
　
広
が
る
輪
」

山
口　

樹
里
（
２
年
）

「
支
え
合
い
　
未
来
の
一
歩
　
つ
く
ろ
う
よ
」

山
本　

瑞
紀
（
２
年
）

「
友
達
の
　
声
が
私
の
　
応
援
歌
」

中
学
生
の
部

最
優
秀
賞

佐
藤　

優
奈
（
津
別
高
校
２
年
）

「「
あ
た
り
ま
え
」
に
日
々
感
謝
」

優
秀
賞

大
川
原　

未
羽
（
津
別
高
校
２
年
）

「
声
か
け
で
　
見
せ
る
地
域
の
　
団
結
力
」

敦
賀　

実
海
（
津
別
高
校
１
年
）

「
一
日
の
　
ス
タ
ー
ト
切
ろ
う
　
挨
拶
で
」

一
般
の
部

青
空
の
下
で
楽
し
く
プ
レ
ー

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

　

「
ワ
ー
ク
Ｉ
Ｎ
ツ
ベ
ツ
」
と

い
う
町
の
仕
事
サ
イ
ト
が
開

設
さ
れ
た
。
脇
で
開
設
を
手

伝
い
な
が
ら
、
改
め
て
「
仕

事
っ
て
大
変
だ
な
」
と
思
う
。

合
う
仕
事
、
合
う
職
場
、
人
、

条
件
。
私
は
い
く
つ
仕
事
を

変
え
た
こ
と
か
。
続
け
な
く

て
は
見
え
な
い
も
の
も
あ
る
。

で
も
、
短
い
人
生
だ
。
自
分
を

大
切
に
す
る
の
は
悪
い
こ
と

で
は
な
い
。
と
は
い
え
仕
事

を
探
す
、
新
し
い
仕
事
に
就

く
と
い
う
の
は
半
端
で
な
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
い
る
も
の
だ
。

　

「
ワ
ー
ク
Ｉ
Ｎ
」
と
い
う
言

葉
を
見
る
と
性
分
で
、
じ
ゃ

あ
「
ワ
ー
ク
Ｏ
Ｕ
Ｔ
」
の
意
味

は
？ 

と
気
に
な
っ
て
し
ま
う
。

昔
だ
っ
た
ら
辞
書
を
ひ
く
が

最
近
は
も
っ
ぱ
ら
検
索
に
頼

る
。
ワ
ー
ク
Ｏ
Ｕ
Ｔ
、
そ
う
か
、

フ
ム
フ
ム
。
自
分
を
振
り
返
れ

ば
転
職
は
楽
で
は
な
か
っ
た
。

特
に
契
約
が
切
れ
て
仕
事
を

探
す
の
は
し
ん
ど
い
。
求
人

サ
イ
ト
に
載
っ
て
い
る
社
員

の
笑
顔
が
、
本
当
に
こ
の
人

は
同
じ
世
界
に
生
き
て
い
る

ん
だ
ろ
う
か
？ 

と
ま
ぶ
し
く

映
る
。

　

撮
影
が
苦
手
な
私
は
取
材

で
た
く
さ
ん
カ
メ
ラ
を
回
す
。

シ
ャ
ッ
タ
ー
の
速
度
で
人
は

様
々
な
表
情
を
見
せ
る
。
働

く
時
間
も
そ
う
だ
ろ
う
。
嬉

し
く
、
や
り
が
い
を
感
じ
る

瞬
間
も
あ
れ
ば
、
唇
を
噛
み

締
め
る
時
間
も
き
っ
と
あ
る
。

た
く
さ
ん
の
写
真
か
ら
ま
ぶ

し
い
一
枚
を
選
ぶ
。
あ
な
た

が
輝
く
場
所
は
き
っ
と
あ
る
。

あ
の
頃
の
私
に
届
く
だ
ろ
う

か
。
ワ
ー
ク
Ｉ
Ｎ
の
先
に
ワ
ー

ク
Ｏ
Ｕ
Ｔ
を
感
じ
て
ほ
し
い
。

大
丈
夫
、
ワ
ー
ク
Ｏ
Ｕ
Ｔ
：

「
な
ん
と
か
な
る
」
「
う
ま
く

い
く
」
よ
。

ワ
ー
ク
Ｉ
Ｎ
・

ワ
ー
ク
Ｏ
Ｕ
Ｔ

相生移住、相生暮らし一年生。時
折、森の木陰より出没。大きく稼
がず、小さな畑をおこし中。

小塚 翔子小塚 翔子

　協会けんぽ北海道支部では、年度内に１回、加入者の皆様の健診費用の一部を補助しています。

　３５歳～７４歳の被保険者（ご本人）様へは、がん検診を含めた充実した健診項目の「生活習慣予防健診」を、

４０歳～７４歳の被扶養者（ご家族）様には、メタボリックシンドロームに着目した「特定健康診査」の２

つの健診をご用意しております。

　また、生活習慣改善のために、メタボリスクの高い方に保健師による健康サポート（特定保健指導）を実

施しておりますので、こちらもぜひ、ご活用ください。

お問い合わせ先　全国健康保険協会（協会けんぽ）北海道支部

　　　　　　　　☎ 011 － 726 － 0352

年に１度は健診を受けましょう！

町
の
振
興
に
寄
与

町
に
１
０
０
万
円
の
寄
附

　
７
月
19
日
、
石
橋
崇
司
さ
ん
か
ら
町
に

１
０
０
万
円
の
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。
翌
日
に

佐
藤
町
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
り
、
「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
寄
付
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、

保
健
福
祉
関
係
に
使
わ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

７
月
９
日
、
飲

食
業
向
け
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対

策
セ
ミ
ナ
ー
が

開
催
さ
れ
ま
し

た
（
主
催
商
工

会
）
。
講
師
は
北

見
保
健
所
と
オ

ホ
ー
ツ
ク
総
合

振
興
局
。
今
後
の

対
策
を
話
し
て

い
た
だ
き
ま
し

た
。
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いしかわ　りょう　さん／平成 12 年 8 月生まれ／丸

玉木材株式会社勤務

先
輩
の
よ
う
に
し
っ
か
り
と
仕
事
を
こ
な
し
て
い
き
た
い

石
川　

怜　

さ
ん

　

今
年
４
月
か
ら
丸
玉
木
材
株
式
会

社
に
勤
務
し
て
い
る
石
川
怜
さ
ん
。

第
３
商
品
部
加
工
グ
ル
ー
プ
に
所
属

し
、
木
材
を
パ
テ
で
補
修
す
る
作
業

な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

佐
呂
間
町
出
身
の
石
川
さ
ん
は
、

佐
呂
間
高
等
学
校
卒
業
後
の
進
路
と

し
て
、
も
の
づ
く
り
が
好
き
な
こ
と

も
あ
り
、
北
見
高
等
技
術
専
門
学
院

に
進
学
し
ま
し
た
。
実
習
で
は
、
木

材
の
家
具
を
手
作
業
で
作
る
な
ど
、

加
工
の
技
術
を
身
に
着
け
ま
し
た
。

２
年
生
の
と
き
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
で
丸
玉
木
材
株
式
会
社
の
職

場
を
体
験
し
、
卒
業
後
に
入
社
し
た

い
と
決
意
し
た
そ
う
で
す
。

　

「
自
分
が
関
わ
っ
た
も
の
が
、
多

く
の
場
所
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
や

り
が
い
を
感
じ
ま
す
」
と
仕
事
へ
の

思
い
を
話
し
ま
す
。
「
先
輩
の
よ
う

に
し
っ
か
り
と
仕
事
を
こ
な
し
て
、

何
十
年
も
仕
事
を
続
け
て
い
き
た
い

で
す
」
と
今
後
の
目
標
を
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

車
の
運
転
が
好
き
な
石
川
さ
ん

は
、
コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
い
た
ら
遠

く
ま
で
ド
ラ
イ
ブ
を
し
た
い
そ
う
で

す
。

9

　

「
津
別
町
役
場
で
働
い
て
い
た
と

き
の
忘
れ
ら
れ
な
い
出
来
事
は
、
相

生
線
の
取
材
対
応
と
、
台
風
の
影
響

で
起
こ
っ
た
網
走
川
の
氾
濫
だ
」
と

話
し
て
く
れ
た
の
は
、
約
42
年
間
役

場
に
勤
め
、
町
政
発
展
に
尽
力
し
て

き
た
阿
部
博
康
さ
ん
。
総
務
課
長
、

財
政
課
長
、
建
設
課
長
な
ど
多
く
の

部
署
を
経
験
、
そ
の
後
、
助
役
に
就

任
し
、
平
成
11
年
１
月
11
日
に
勇
退

し
ま
し
た
。

　

津
別
で
生
ま
れ
た
阿
部
さ
ん
は
、

幼
少
期
を
相
生
で
過
ご
し
ま
す
。
北

見
北
斗
高
等
学
校
に
進
学
し
、
卒
業

後
の
進
路
と
し
て
、
地
元
で
働
き
た

い
と
の
思
い
や
、
親
戚
か
ら
の
勧
め

も
あ
り
、
津
別
町
役
場
で
働
く
こ
と

を
決
め
た
そ
う
で
す
。
多
く
の
部
署

を
経
験
し
て
き
た
阿
部
さ
ん
で
す

が
、
企
画
室
長
の
と
き
に
は
、
新
聞

社
や
週
刊
誌
、
大
学
な
ど
が
取
材
で

来
町
し
た
際
、
相
生
線
の
生
き
字
引

と
し
て
、
取
材
対
応
を
し
て
い
た
そ

う
で
す
。　

　

阿
部
さ
ん
が
経
験
し
た
中
で
、
一

番
被
害
が
甚
大
だ
っ
た
災
害
は
、
平

成
４
年
に
起
き
た
台
風
の
影
響
に
よ

る
網
走
川
の
氾
濫
で
し
た
。
当
時
は

建
設
課
長
と
し
て
、
災
害
の
復
旧
に

全
身
全
霊
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

退
職
後
は
、
体
育
協
会
の
副
会
長

や
ス
キ
ー
連
盟
の
会
長
、
ス
ポ
ー
ツ

合
宿
実
行
委
員
会
の
委
員
長
な
ど
町

の
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に
も
貢
献
し
て

き
ま
し
た
。
「
ス
キ
ー
連
盟
の
会
長

の
と
き
に
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手

が
来
町
し
、
交
流
し
た
の
を
今
で
も

鮮
明
に
覚
え
て
い
る
」
と
思
い
出
の

一
部
を
話
し
ま
す
。
ラ
グ
ビ
ー
合
宿

の
受
け
入
れ
の
影
響
も
あ
り
、
ラ
グ

ビ
ー
の
試
合
を
見
る
こ
と
が
趣
味
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

阿
部
さ
ん
が
長
年
続
け
て
い
る
趣

味
が
も
う
一
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

毎
日
プ
ー
ル
に
行
き
、
運
動
す
る
こ

と
で
す
。
65
歳
頃
か
ら
現
在
ま
で
毎

日
続
け
て
い
ま
す
。
「
最
初
は
健
康

目
的
で
通
っ
て
い
た
が
、
い
つ
の
間

に
か
日
課
に
な
っ
て
い
る
。
プ
ー
ル

に
通
う
こ
と
で
仲
間
が
た
く
さ
ん
で

き
た
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

【519】

町
政
発
展
に
尽
力

阿
部
　
博
康

さ
ん

あべ　ひろやす　さん／昭和１３年１１月、津別生まれ

／ 82 歳／豊永在住

広報つべつ　2021年８月号広報つべつ　2021年８月号
問い合わせ先　住民企画課　税務収納係10番窓口　☎７７―８３７６

消
費
税
等
の
中
間
申
告

「うんち」が産まれた！

お～。ばあさんよ。よく分かったのぉ。

実は最近、中々産まれてこんのだ。

ばあさんや！元気なうんちが産

まれたどお～～～！！

じいさんや、最近元気なうんちは出ておるかい？

それは困ったのぉ。こないだ、隣の栄さんがトイレ

から出る度に水を飲んで、納豆とかこんにゃく、ご

ぼう、ヨーグルトが効くといっていたなぁ。あとは

10分でも多く運動をすることが大切なんだと。

野菜を食べよう、1日３５０g！
　　　　クイズ野菜を知ろう：今回は枝豆に関す

るクイズ！枝豆が成長すると、次のうちのどれに

変身するでしょうか？※ヒント：発酵すると味噌

などに加工されるよ　①大豆　②落花生　③そ

らまめ　※答えは10ページの下にあります。

　

個
人
事
業
者
の
方
で
、
前
年
分
の
確
定

消
費
税
額
が
48
万
円
を
超
え
る
方
は
、
税

務
署
に
中
間
申
告
書
を
提
出
す
る
と
と
も

に
、
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
額
を
納

付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
「
前
年
分
の
確
定
消
費
税
額
」
と
は
、

前
年
分
（
令
和
２
年
分
）
の
確
定
申
告
に

よ
り
確
定
し
た
消
費
税
の
年
税
額
を
い
い
、

期
限
後
申
告
又
は
修
正
申
告
等
が
行
わ
れ

た
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
確
定
し

た
消
費
税
の
年
税
額
を
い
い
ま
す
（
地
方

消
費
税
は
含
み
ま
せ
ん
）。

中
間
申
告
の
方
法

　

次
の
二
つ
の
方
法
が
あ
り
、
い
ず
れ
か

の
方
法
で
申
告
が
で
き
ま
す
。

①
前
年
実
績
に
よ
る
中
間
申
告

②
仮
決
算
に
基
づ
く
中
間
申
告
（
事
業
状 

　

況
が
前
年
と
著
し
く
異
な
る
場
合
な
ど

　

の
と
き
）

申
告
と
納
付
期
限

　

確
定
消
費
税
の
額
（
地
方
消
費
税
分
を

除
く
額
）
が
48
万
円
を
超
え
、
４
０
０
万

円
以
下
の
方
は
、
８
月
31
日
（
火
）
ま
で

に
申
告
・
納
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

振
替
納
税
を
ご
利
用
の
方
の
振
替
日
は
、

９
月
28
日
（
火
）
に
な
り
ま
す
。

むかしむかし、あるところに、便秘で悩んでいるおじいさんがおりました・・・

　うんちはおよそ８割が水分で２

割が固形分です。そして腸内細菌

のバランスが整っていると黄色の

良いうんちになります。

　うんちの形や大きさは体のコン

ディションを測るバロメーターの

役割を果たします。体からのお便

りをぜひ確認してみてください♪

～次の日実践したおじいさん～

めでたしめでたし

…

おばあさん

おばあさん

おじいさん

おじいさん
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自
然
災
害
に
よ
る
交
通
被
害
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

住民企画課

住民環境係

12 番窓口

　

８
月
～
９
月
は
、
台
風
の
発
生
、

突
風
被
害
、
豪
雨
な
ど
の
自
然
災

害
に
よ
る
交
通
規
制
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
７
月
上
旬
に
は
静
岡
県
熱

海
市
で
、
豪
雨
に
よ
る
大
き
な
土

砂
崩
れ
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

大
雨
に
よ
る
河
川
の
氾
濫
や
土

砂
崩
れ
等
に
、
走
行
し
て
い
る
自

身
の
車
が
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
、

日
頃
か
ら
天
気
予
報
や
避
難
経
路
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
確
認
を
し
ま

し
ょ
う
。
急
な
自
然
災
害
が
発
生

し
て
も
落
ち
着
い
て
行
動
が
で
き

る
よ
う
事
前
の
準
備
が
大
切
で
す
。

　
　
　
　
　

◇

　

道
で
は
飲
酒
運
転
根
絶
を
掲
げ

運
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

運
転
者
は
も
ち
ろ
ん
、
車
両
な

ど
を
提
供
し
た
者
、
酒
類
を
提
供

し
た
者
及
び
同
乗
し
た
者
も
罰
則

等
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

周
囲
の
人
も
、
運
転
者
が
飲
酒

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

※8ページ「食善食語　クイズ・野菜を知ろう」の答えは「①大豆」でした。

　ちなみに、大豆が発芽するともやしになります！

まちづくりに対する疑問、ご意見をお寄せ

ください。

住民企画課企画係 14 番窓口　☎ 77 － 8374

　　　　　     　 　　　　 FAX 76 － 2976

現
金
当
選
の
メ
ー
ル
が
来
た
が
…

　

「
賞
金
９
９
０
万
円
当
選
し
ま
し

た
。振
込
に
て
一
括
支
払
い
し
ま
す
。

こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
て
く
だ
さ

い
」と
い
っ
た
内
容
の
メ
ー
ル

が
送
ら
れ
て
き
た
。振
込
先
の

銀
行
口
座
を
入
力
す
る
た
め
に

は
、手
数
料
で
３
千
円
か
か
る
。

手
続
き
し
て
も
問
題
な
い
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

こ
の
よ
う
な
当
選
メ
ー
ル
は

実
在
の
業
者
等
を
か
た
っ
た
詐

欺
で
す
。「
当
選
」を
信
じ
た
受
信

者
に
、手
数
料
等
の
名
目
で
金
銭
を
強

要
す
る
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、実
在
す
る
企
業
や
組
織
が

差
出
人
で
あ
っ
て
も
、何
ら
か
の
理

由
を
つ
け
て
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
開
か
せ
よ
う

と
し
た
り
、個
人
情
報
を
入
力
さ
せ

る
メ
ー
ル
に
も
要
注
意
で
す
。　

　

不
正
サ
イ
ト
へ
の
誘
導
手
段

は
巧
妙
化
し
て
い
ま
す
。一
切

か
か
わ
ら
ず
無
視
し
ま
し
ょ

う
。何
か
困
っ
た
と
き
は
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◎
消
費
生
活
の
ご
相
談

美
幌
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

72
ー
０
３
６
６

月
～
金
曜
日（
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時 産業振興課

商工観光係
19 番窓口
☎77－8388

ＱＡ

広報つべつ　2021年８月号広報つべつ　2021年８月号

地 域 安 全 ニ ュ ー ス
美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については、各防犯協会又は警察署にお問い合わせください。

　犯人からの突然の電話に騙されないために、電話

防犯機器を付けていると、詐欺の電話を予防できま

す。電話防犯機器には、「通話内容を録音すること

を伝える機能」や、「通

話内容を自動で録音で

きる機能」などがあり

ます。電話に取り付け

るものや、電話機自体

に防犯機能が付いてい

るものなどが市販され

ています。

詐欺の電話には
「電話防犯機器」が効果的！

　

　
　

　

町
と
教
育
委
員
会
で
は
、
11
月

３
日
の
文
化
の
日
に
、
町
政
の
発

展
や
振
興
に
貢
献
し
、
そ
の
推
進

に
寄
与
さ
れ
た
方
や
、
他
の
模
範

と
な
る
よ
う
な
行
い
を
さ
れ
た

方
、
文
化
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動

で
顕
著
な
功
績
を
残
さ
れ
た
個
人

と
団
体
に
対
し
、
毎
年
表
彰
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
へ
の
奉
仕
活
動
な
ど
、
目

立
つ
こ
と
な
く
善
行
を
長
年
に
わ

た
り
行
っ
て
い
る
人
が
い
ま
し
た

ら
、
町
へ
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

表
彰
の
種
類

・
功
労
表
彰
（
自
治
・
消
防
・
産
業

　

開
発
・
社
会
福
祉
・
教
育
文
化
）

・
善
行
表
彰

・
文
化
賞
、
文
化
奨
励
賞

・
ス
ポ
ー
ツ
賞
、
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

推
薦
締
切
日

　

９
月
２
日
（
木
）

※
文
化
賞
・
文
化
奨
励
賞
、
ス
ポ
ー

ツ
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
の
推
薦

は
、
７
月
19
日
（
月
）
を
も
っ
て

締
め
切
っ
て
お
り
ま
す
。

推
薦
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
庶
務
係
26
番
窓
口

　

☎
77
―
８
３
７
１

　

　

「
北
方
領
土
返
還
要
求
強
調
月

間
」
に
伴
い
、
北
方
領
土
返
還
要

求
の
署
名
コ
ー
ナ
ー
を
次
の
場
所

に
設
置
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

設
置
期
間　

　

８
月
２
日（
月
）～
８
月
31
日（
火
）

設
置
場
所　

役
場
正
面
玄
関
ロ
ビ
ー

※
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報

に
つ
い
て
は
、
政
府
要
求
・
請
願
以

外
の
目
的
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
庶
務
係
26
番
窓
口

　

☎
77
―
８
３
７
１

　
　
　
　

　
　

　

国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
で
は
、
令
和
３
年
度
建
築

デ
ザ
イ
ン
科
10
月
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

訓
練
期
間

　

10
月
１
日
～
３
月
16
日（
６
か
月
）

願
書
受
付
期
間

　

７
月
26
日
～
８
月
20
日

問
い
合
わ
せ
先

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
美
幌

　

☎
73
ー
３
５
５
５

・
国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力

　

開
発
校（
砂
川
市
焼
山
60
番
地
）

　

☎
０
１
２
５
ー
52
ー
２
７
７
４　　

　

全
て
の
児
童
扶
養
手
当
受
給
者

は
、
令
和
３
年
８
月
２
日
か
ら
同

月
31
日
ま
で
に
現
況
届
を
役
場
に

提
出
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
提
出
が
な
い
場
合
は
、
手
当

額
の
一
部
又
は
全
部
が
停
止
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

提
出
期
間

　

８
月
２
日
～
８
月
31
日

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
福
祉
課
福
祉
係
６
番
窓
口

　

☎
77
―
８
３
８
１

令
和
３
年
度
『
功
労
者
・
善

行
者
』
の
推
薦
に
つ
い
て

北
方
領
土
返
還
要
求

署
名
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

建
築
デ
ザ
イ
ン
科
生
募
集

　　

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

強
化
週
間
の
期
間
中
は
、
相
談
時

間
を
延
長
し
て
対
応
し
ま
す
。

専
用
電
話
相
談

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

　
０
１
２
０
―
０
０
７
―
１
１
０

　

（
子
ど
も
用
・
全
国
共
通
）

実
施
期
間

　

８
月
27
日
（
金
）
～

　

９
月
２
日
（
木
）

受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

※
８
月
28
日
（
土
）・
29
日
（
日
）は

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

相
談
担
当
者

・
釧
路
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
所　

属
の
人
権
擁
護
委
員

・
釧
路
地
方
法
務
局
職
員

実
施
機
関

・
釧
路
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

・
釧
路
地
方
法
務
局

問
い
合
わ
せ
先

　

釧
路
地
方
法
務
局

　

人
権
擁
護
課

　

☎
０
１
５
４
―
３
１
―
５
０
１
４

　
　

（
人
権
擁
護
課
直
通
）

　　

　

令
和
３
年
度
の
北
海
道
心
身
障

が
い
者
総
合
相
談
所
の
巡
回
相
談

が
行
わ
れ
ま
す
。
通
常
は
札
幌
で

し
か
行
わ
れ
ま
せ
ん
が
、
近
隣
で

相
談
で
き
る
貴
重
な
機
会
に
な
り

ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
、

９
月
３
日
（
金
）
ま
で
に
役
場
福

祉
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

相
談
対
象
者

①
18
歳
以
上
の
身
体
障
が
い
者
で　

　

電
動
車
い
す
等
の
直
接
判
定
を　

　

要
す
る
補
装
具
の
交
付
を
希
望　

　

す
る
方

②
18
歳
以
上
の
知
的
障
が
い
者
で　

　

療
育
手
帳
の
新
規
又
は
再
判
定　

　

を
希
望
す
る
方

③
そ
の
他
、
専
門
的
判
定
を
必
要　

　

と
す
る
方

開
催
月
日
及
び
会
場

・
10
月
12
日
（
火
）

　

網
走
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

（
網
走
市
北
11
条
東
１
丁
目
10
）

・
10
月
13
日
（
水
）

　

北
見
市
総
合
福
祉
会
館

　

（
北
見
市
寿
町
３
丁
目
４
―
１
）

※
次
回
開
催
予
定

　

令
和
４
年
１
月
18
日
・
19
日

　

北
見
市
総
合
福
祉
会
館

問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
福
祉
課
福
祉
係
６
番
窓
口

　

☎
77
―
８
３
８
１

北
海
道
心
身
障
が
い
者

総
合
相
談
所
の
巡
回
相
談

８
月
27
日
か
ら
「
子
ど
も
の

人
権
１
１
０
番
」
強
化
週
間

令和３年度「税に関する高校生の作文」募集

応募資格　高校生及び中等教育学校生（後期課程）

テ ー マ　「税の意義と役割について考えたこと」

　　　　　税の意義とその役割について、自分で考えたこ　

　　　　　とや体験を通じて考えたこと、問題意識を持っ

　　　　　たことなど、自らの言葉で表現しているもので

　　　　　あれば、何でも結構です。

※応募作品は、本人が創作したもので未発表のものに限ります。 

締 切 り　９月６日（月）必着

提 出 先　網走税務署

応募点数　１人１編 　　文字数　800 字以上 1,200 字以内

表　　彰　優秀作品には賞状と記念品を贈呈します。 

発　　表　優秀作品は、都道府県名・学校名・学年・氏名

　　　　　とともに、国税庁ホームページや国税当局が作

　　　　　成する広報誌等に掲載するほか、報道機関等に

　　　　　資料を提供するなど、広く発表します。 

※詳しくは国税庁ホームページ　https://www.nta.go.jp

　税の学習コーナー で検索

よろず相談の
お知らせ

日常生活で、何か悩みごとはありませんか？

　町より委嘱されている「よろず相談委員」が、

行政、民事、その他の心配ごとについて、広

く相談に応じます。

今月のよろず相談　

日　　時　８月20日（金）  午後1時～3時

場　　所　役場　１階　中ホール　

相談委員　鷹觜とし子さん、中山靜男さん

問い合わせ先

住民企画課　住民環境係12番窓口

　　　　　　☎77－8377

※よろず相談は隔月開催（偶数月）です。

※相談委員の自宅での相談は対応できません。

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
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津別町役場の職員を募集します津別町役場の職員を募集します

社会人枠 社会福祉士募集➊

●募集人員　若干名

●応募資格　

　次の要件をいずれも満たす方

①学校教育法による高等学校以上を卒業し

　た方で昭和５６年４月２日から平成６年

　４月１日までに生まれた方

②民間企業等での経験年数が５年以上の方

　（民間企業等での経験年数は、正規社員

　として勤務した期間とし、アルバイト・

　派遣社員等の期間は含みません）

※経験年数の基準日は、令和３年９月末現

在とします。

●募集人員　若干名

●応募資格　

　次の要件をいずれも満たす方

①昭和６１年４月２日以降に生まれた方

②社会福祉士資格を有する方

③普通自動車免許取得者

採用予定年月日　令和4年4月1日

試験内容等

▷期日　　令和3年10月17日（日）

▷場所　　津別町役場

▷内容　　個人面接

応募・照会先

〒 092-0292　網走郡津別町字幸町41番地

　津別町役場総務課庶務係 26 番窓口　☎ 0152-77-8371　　

※9月24日（金）までに申し込みください。また、申し込み方

法等の詳細については、町のホームページをご覧ください。

《共通事項》

募集➋

《法律と仕事・生活合同相談会》のご案内
　借金の問題、家庭の問題、職場の問題など、生活上様々な悩みごとについて、弁護士、相談支援員が無料

で相談に応じます。お気軽にご利用ください。

日　　時　9 月 7 日（火）午後 1 時～ 3 時 30 分

定　　員　法律相談 8 名、仕事・生活相談 4 名

場　　所　まちきた大通りビル5階 催事場

　　　　　（北見市大通西2丁目1番地）

相 談 員　弁護士、相談支援員

相談時間　30 分以内

申込方法　電話予約（先着順となります）

予約期間　8 月 16 日（月）～ 8 月 27 日（金）　

予 約 先　

《法律相談をご希望の方》　法テラス釧路　☎0570－078392　　

《仕事・生活相談をご希望の方》

　オホーツク相談センターふくろう　☎0157－25－3110

日　　時　9 月 10 日（金）午後 1 時～ 3 時 30 分

定　　員　法律相談 4 名、仕事・生活相談 4 名

場　　所　オホーツク・文化交流センター

　　　　　（網走市北2条西3丁目）

問い合わせ先　津別町役場　防災危機管理室　☎７６―２１５１（内線２２２）

北見会場 網走会場
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●開催日　令和 3 年 10 月 3 日（日）雨天決行

▷受 付　午前 8 時 00 分～午前 8 時 30 分

▷開 会 式　午前 8 時 40 分

▷スタート　午前 10 時 00 分（一斉スタート）

●種　目

▷ 10km コース　一般年代別

▷  5km コース　 一般年代別・中学・小学4年～6年

▷  3km コース　 小学1年～3年・自由参加

●参加対象

▷ 10km コース  

▷  5km コース    小学４年生以上

▷  3km コース    年齢制限なし

●参加料　　一人 500 円

●対象者　　津別町民と津別高校生

●締　切　　

申込書に必要事項を記入の上、参加料を添えて

8 月 31 日（火）必着でお申し込みください。

※申込用紙は津別町中央公民館でお

受け取りになるか、津別町のホーム

ページからダウンロードすることが

できます。

https://www.town.tsubetsu.hokkaido.jp/

●その他

▷新型コロナウイルス感染症対策として、例年

行っているカレーライスの提供はいたしません。

また、特別大会のため、入賞表彰はありません（記

録証は後日送付）。

▷参加者全員に参加賞とお楽しみ抽選会の景品が

贈呈されます。

▷新型コロナウイルス感染症対策にご協力ください。

▷悪天候、災害、疾病の流行等により大会開催が　

中止となる場合がありますので、予めご承知おき

ください。また、申込締め切り後に大会が中止と

なった場合でも参加料の返金はいたしません（参

加賞と抽選会景品に代えさせていただきます）。

●申し込み・問い合わせ先

津別町中央公民館内　

つべつ紅葉マラソン大会事務局　☎ 76 － 2713

　

今
年
で
76
回
目
の
終
戦
記
念
日
を
迎
え
ま
す
。
し
か
し
、
今
な
お

広
島
・
長
崎
の
原
爆
の
後
遺
症
に
苦
し
む
多
く
の
人
た
ち
が
い
ま
す
。

核
も
戦
争
も
な
い
平
和
な
世
界
は
人
類
の
願
い
で
あ
り
ま
す
が
、
テ

ロ
と
報
復
戦
争
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

津
別
町
は
、
平
成
10
年
９
月
に
左
記
の
「
非
核
・
平
和
の
町
宣
言
」

を
行
い
、
核
兵
器
の
廃
絶
を
訴
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
14
年
に
は
幸
町

の
忠
魂
碑
跡
地
に
「
平
和
の
碑
」

を
建
立
し
、
恒
久
平
和
の
実
現

を
願
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
平

成
21
年
に
、
連
帯
し
て
世
界
恒

久
平
和
の
実
現
を
願
う
「
平
和

市
長
会
議
（
現
・
平
和
首
長
会

議
）」
に
加
盟
し
ま
し
た
。

平成14年に建立された「平和の碑」

　

「
非
核
・
平
和
の
町
宣
言
」
の
決
議

　

世
界
の
恒
久
平
和
と
豊
か
で
安
全
な
地
域
環
境
を
守
る
こ
と

は
、
全
世
界
の
共
通
の
願
い
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
切
な
る
人
類
の
願
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
今
な
お
こ
の
地

球
上
に
は
大
量
の
核
兵
器
が
蓄
積
さ
れ
、
核
実
験
・
核
競
争
が

行
わ
れ
、
こ
の
脅
威
か
ら
解
放
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
核
兵
器

の
使
用
は
地
球
を
破
壊
し
、
す
べ
て
の
人
類
、
す
べ
て
の
文
明

を
破
滅
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

世
界
唯
一
の
被
爆
体
験
国
で
あ
る
日
本
国
民
は
、
こ
の
過
ち

を
再
び
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、
核
兵
器
の
廃
絶
を
世
界
に
訴

え
続
け
、
核
競
争
に
歯
止
め
を
か
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

愛
林
の
町
を
宣
言
し
て
い
る
私
た
ち
津
別
町
民
は
、
緑
豊
か

な
自
然
と
郷
土
を
守
り
子
孫
に
伝
え
る
た
め
に
も
、
非
核
三
原

則
の
作
ら
ず
・
持
た
ず
・
持
ち
込
ま
せ
ず
の
理
念
を
尊
守
し
、

恒
久
平
和
の
実
現
を
願
い
、
こ
こ
に
「
非
核
・
平
和
の
町
宣
言
」

を
す
る
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

　

平
成
10
年
９
月
25
日　
　

北
海
道
網
走
郡
津
別
町
議
会

各
種
医
療
費
助
成
事
業
の

受
給
者
証
は
届
い
て
い
ま
す
か

　

町
で
は
、
北
海
道
と
共
同
で
医
療
費
の
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
受
給
者
証
は
毎
年
７

月
に
更
新
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
助
成
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
方
に
は
、
７
月
下
旬
に
郵
送
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
届
い
て
い
な

い
方
が
い
ま
し
た
ら
役
場
担
当
ま
で
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

  

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
事
業

重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
助
成
事
業

【
受
給
者
証
を
提
示
す
る
こ
と
で
医
療
機 

関
の
窓
口
負
担
が
０
円
に
な
り
ま
す
】

　

18
歳
の
年
度
末
ま
で
の
方
が
道
内
の
医
療
機

関
で
受
診
し
た
際
、
受
給
者
証
を
提
示
す
る
こ

と
で
窓
口
負
担
が
０
円
に
な
り
ま
す
。た
だ
し
、

容
器
代
等
の
保
険
適
用
外
は
除
き
ま
す
。

　

ま
た
、
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
医
療
機
関
等

で
受
診
し
た
場
合
は
、
領
収
書
を
役
場
に
持
参

の
上
、
医
療
費
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

【
母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
の
方
が
助
成
対

象
に
な
り
ま
す
】

　

ひ
と
り
親
家
庭
で
、
18
歳
未
満
の
児
童
・
生

徒
及
び
そ
の
児
童
等
を
養
育
し
て
い
る
方
が
対

象
で
す
。
進
学
等
で
、
引
き
続
き
児
童
等
を
扶

養
す
る
場
合
は
、
20
歳
未
満
ま
で
対
象
と
な
り

ま
す
（
申
請
に
は
在
学
証
明
書
が
必
要
）。

　

受
給
者
証
は
、
各
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ

と
で
、
医
療
費
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。　

 　
　
　

　

対
象
者
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
～
２
級

と
３
級
（
内
臓
疾
患
の
み
）
、
療
育
手
帳
「
A
」

判
定
の
方
な
ど
で
す
。

　

受
給
者
証
は
、
各
医
療
機
関
で
提
示
す
る
こ

と
で
、
医
療
費
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※ 

住
民
税
課
税
で
65
歳
以
上
の
一
定
の
障
が

い
が
あ
る
方（
障
が
い
後
期
医
療
制
度
加
入
者
）

は
、
自
己
負
担
が
１
割
と
な
り
ま
す
が
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
も
同
じ
１
割
と
な
り
ま
す
の

で
、
受
給
者
証
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
福
祉
課　

国
保
係

　

医
療
給
付
担
当
９
番
窓
口

　

☎
77
―
８
３
７
９

中学生以上



年金ミニ知識
問い合わせ　戸籍年金係 8 番窓口

 ☎77－8378

　国民年金の任意加入制度について

　老齢基礎年金（65 歳から受けられる年金）

は、20 歳から 60 歳になるまでの 40 年間保

険料を納めなければ、満額の年金を受け取る

ことができません。

　国民年金保険料の納付済期間が 40 年間に

満たない場合は、60 歳から 65 歳になるま

での間に任意加入して、保険料を納めること

により保険料を増やすことができます（任意

加入はお申し出のあった日からとなります）。

　老齢基礎年金を受けとるためには、保険

料の納付済期間や保険料の免除期間等が原

則として 10 年以上必要となりますが、この

要件を満たしていない場合は、70 歳になる

まで任意加入することができます（昭和 40

年 4 月 1 日以前に生まれた方に限られます）。

　海外に在住する日本国籍を持つ方も国民

年金に任意加入することができます。

問い合わせ先

北見年金事務所　☎ 0157 － 25 － 9635 《陸・海・空自衛隊　令和３年度募集のご案内》

詳　細　自衛隊帯広地方協力本部北見地域事務所　☎ 0157 － 23 － 6826

募集コールセンター（受付時間：正午～午後8 時） フリーダイヤル　0120－063－792

募集種目 応募資格 受付期間 試験期日（１次）

航空学生（海・空）１次

高卒（見込含）

海：２３歳未満

空：２１歳未満

　７月１日（木）

～９月９日（木）
９月２０日（月）美幌

一般曹候補生１次

１８歳以上

３３歳未満

　７月１日（木）

～９月６日（月）

９月１６日（木）・１７日（金）

北見

自衛官候補生

男子

年間を通じて行っています

９月２８日（火）・２９日（水）

美幌

女子 ９月３０日（木）美幌

防衛医科大学校

看護学科学生１次

高卒（見込含）

２１歳未満

　　７月１日（木）

～１０月６日（水）
１０月１６日（土）北見

防衛医科大学校

医学科学生１次

　　７月１日（木）

～１０月１３日（水）
１０月２３日（土）帯広

防衛大学校学生１次
　　７月１日（木）

～１０月２７日（水）

１１月６日（土）・７日（日）

北見

　道有林網走東部管理区の次期整備管理計画（令和４年度からの１０か年計画）を策定するにあたり、地域

住民の皆様から森林の整備や管理に対するご意見やニーズを把握することを目的に、現地検討会「地域住民

と創る道有林」を開催します。

　参加を希望される方は下記の事項を確認の上、申し込みください。

日　　時：９月１６日（木）午前１０時～午後３時

集合場所：オホーツク総合振興局東部森林室駐車場（北見市青葉町２－１０）

移動手段：森林室から現地までは当方が準備する車両で移動します。

準　　備：弁当、飲み物は持参してください。服装は山林に適したものが必要です。

そ の 他：新型コロナウイルス感染症の状況に応じて、中止となる場合もありますのでご了承ください。　

募集人数：２名程度（津別町在住の方に限ります）

　　　　　 ※受付先着順、定員となり次第締め切らせて頂きます。

募集期間：８月３１日（火）まで

申込方法：電話で直接申し込みください。　

問い合わせ先　オホーツク総合振興局東部森林室　森林整備課　

　　　　　　　☎０１５７－２４－６２９３　担当　小林、高橋

オ ホ ー ツ ク 総 合 振 興 局 東 部 森 林 室 よ り
現 地 検 討 会 参 加 者 募 集 の お 知 ら せ

個 人 事 業 税 ・ 第 1 期 の 納 期 限 は

8 月 3 1 日 （ 火 ） で す

　個人事業税は、道内に事務所（事業所）のある個人

が、地方税法等で定められた事業を営む場合に、その

事業の所得を基礎として課税される道税です。事業の

所得から各種控除額を差し引いた金額に次の税率を乗

じて算出します。

　オホーツク総合振興局から送付する納税通知書は、

第 1 期分と第 2 期分を一緒に送付しますので、第１

期分は８月 31 日（火）までに納めてください。

※コンビニエンスストアでも納税ができるようになり

ました（記載金額 30 万円未満）。

問い合わせ先　オホーツク総合振興局税務課

【課税に関すること】課税係　☎ 0152 － 41 － 0615

【納税に関すること】納税係　☎ 0152 － 41 － 0616

第一種事業
物品販売業、不動産貸付業、

飲食店業  など
５％

第二種事業 畜産業、水産業  など ４％

第三種事業

医業、理・美容業、

クリーニング業  など
５％

あん摩・はり・きゅう業  など ３％

16広報つべつ　2021年８月号17 広報つべつ　2021年８月号

津別町の知の番人、
図書室司書の仕事に迫る！
現在インターネットで公開中！　町のＨPをご覧ください

問い合わせ先　住民企画課　企画係 14 番窓口　☎ 77 ー 8374

第
52
回

《取材希望企業・飲食店・生産者募集!! 詳しくは役場住民企画課まで》

　津別町唯一の図書施設、津別町中央公民館図書室の司書さんに密着！　知られざる司書の仕事とは？　図書

室の利用方法や知の収蔵庫としての役割とは？　さらに本岐の郷土館資料室も登場。巡回司書など学校教育に

も参加が始まった、町で唯一の司書の仕事に迫ります。ぜひご覧ください。

　この番組は、津別町の今を映像で定期的に発信（月1回）するこ

とで、町民の町づくりへの参加促進、移住・定住の促進、ふるさ

と納税の拡大を図り、町づくりの記録を残すことで、10年後 20

年後の町民への財産とします。完成した映像は、町のWebサイト

や道東テレビ、YouTube等で公開いたします。また、さんさん館、

津別病院、道の駅あいおいに設置された「デジタルサイネージ（映

像看板）」でも視聴することができます。※タウンニュースつべ

つは、ふるさと納税の寄附金により制作しています。

毎月末日
ごろ更新

#52#52


